




ささぐり純夫通信 夏号 (37号 )

「子ども医療費の助成拡大を求める請願」が可決

5月 22日 (金)糸島市立前原中学校 PTA会 長・松井正和氏並びに糸島市立桜野小学校 PTA会
長・友尾岡1志氏から提出された「子ども医療費の助成拡大を求める請願」を笹栗純夫 (総務文教常任

委員長)と 同僚議員である田原耕一議員 (建設産業常任委員長)がお受けしました。
委員会での審査をお受けした後、 6月 16日 (火)の本会議において、委員会の付帯意見が付いて

全会一致で可決となりました。

付帯意見

「市は市民の一定の自己負担や所得制限等の導入についても検討 しなが ら財政の見通 しを

立てた上で、時期を示 して中学 3年生までの医療費の助成拡大に努められたい」

≪請願の趣旨≫

市議会におかれましては、糸島市の児童・生徒の健やかな育成のために、日々ご尽力

をいただいき、心から感謝しています。

子どもの健やかな育成は、保護者の責任ですが、家計を支え、安心できる生活の基盤

を維持することで、わが子の養育義務も果たすことができます。

そのような意味で、子どもの医療費無料化は、保護者にとつて、とても心強い施策で

す。

特に、子どもの予期せぬ大病や事故に伴う入院や通院は、長引くほど家計の負担とな

り、生計を脅かします。

本来は、どこに住んでいても、同様の医療費負担の支援を受けられることが理想です

が、現実は自治体ごとに異なります。子育て世代にとつて居住地を選択する第一要件は、

子どもを産み育てやすい地域を選択する傾向にあります。

つきましては、より安心して、子どもを産み育てられる環境を整えるため、是非とも、

子どもの医療費の無料化を通院・入院ともに中学 3年生まで拡大していただきますよう

要望いたします。
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糸島市一般会計補正予算 (第 1号)賛成討論

6月 16日 (火)の 6月 定例議会本会議において、賛成討論を行いました。

議案第 57号 「平成 27年度糸島市一般会計補正予算 (第 1号)について、賛成討論を
行います。

3月 定例議会で当初予算可決した直後の、補正予算計上であり、私なりに厳しく内容を

精査いたしました。よくぞ、補正予算に計上された決断に敬意を表します。賛成する理由

は、教育費に計上されている3事業です。

一点日は、波多江小学校給食改築事業費

耐震診断委託として、 9, 018千円計上されています。
旧波多江公民館跡地に給食室が新築されます。それに伴い、学校側にエレベータが設置

される予定です。

調理済みのおかずや、汁物の容器を運びます。それに加え、怪我をした児童など階段が

使えない場合も乗れるようになります。

耐震診断をしつかりしていただいて、補強すべきかどうかをしつかり見極めていただき、

安全性を高めていただきたいと念願しております。

二点日は、伊都文化会館管理運営費に25, 704千 円計上されています。
パピルス館が約 300名収容の多目的ホールとなります。現在は多目的 トイレが一カ所
しかなく、 トイレは伊都文化会館本館を使わなくてはなりません。
そこで計画を 1年前倒し、全額市費を投入して、女子 トイレ7基、男子 トイレは小便器

4基、大便器 3基が多目的ホールオープンに合わせて完成予定とお聞きしました。

勿論、洋式 トイレとお聞きしました。一番大事なことを、市民目線で優先して決断され

たことに感謝申し上げます。

三点日は図書館等教育関連施設整備事業費として 2, 096千円計上されました。
7月 4日 の開館に向け、準備で大変な忙しさであろうと推察いたします。

設備警備委託で 7月 4日 オープンから8月 末まで、休館日である月曜を除く毎日、ガー

ドマンが出入り日の安全確保のため、配置されます。

車と人は出入日がわかれていますが、競合する可能性がゼロとは言えません。

そこで、安全確保の観点から、誘導指示は必須と考えます。非常に良い対策と判断いた

します。

車の出庫時、黄色の回転灯で歩行者に注意を喚起する設備や車、自転車、人の出入り口

を明確にするサイン看板も設置と伺いました。

無事に開館の日を迎え、糸島市民の皆様から、愛される図書館であつていただきたいと

願つています。以上三点の理由をもつて、補正予算の賛成討論といたします。
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